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はじめに
　新型コロナウイルスによる災禍も2003年5月
8日以降、感染症法上の分類も５類へ引き下げ
られたことにより、鉄道のご利用はコロナ禍前の
約９割まで回復し、2022年度決算は3期ぶり
に黒字転換を果たし、8月1日公表された第1四
半期決算では、運輸収入もコロナ禍前の88.5
%まで回復するなど、営業利益も大幅に回復し
黒字に転換することが出来た。人件費や動力
費などコストがかさむ中で、相当なコスト削減
の成果であることは間違いない。この成果は、3
年半の間、一時帰休やグループ内外への出向、
度重なる賞与の減額を受け入れ、会社の存続
のために真面目に現場で頑張った組合員の成
果であることは言うまでもない。ようやく、この3
年半を取り返す反転攻勢への環境は整った。
まずは、JR西労組運動を力強く進め「明るい
未来を切り拓く」べく集中した議論をお願い申
し上げたい。
■更なる職場からの安全確立について
　福知山線列車事故から18年が経過した。す
べての組合員が安全最優先の重要性を理解
し職場から取り組みを進めているが、不断に実
行するのは決して容易ではない。1年間で２名
の協力社員の尊い命を失った。また、一歩間違
えば重大な事故につながる事象が発生するな
ど撲滅には至っていない。「ＪＲ西日本グルー
プ鉄道安全考動計画2027」には、過剰な権威
勾配のない心理的安全性についても盛り込ま
れたが、計画の達成は、私たちの取り組みにか
かっていることは言うまでもない。JR西労組の
強みは、すべての職場に業務に精通した組合
員がいることである。今一度、確認ですがで始
まる「アサーション」を浸透させ「安全お守り手
帳」を活用し、更なる職場からの安全の取り組
みを要請する。
　事故後入社の組合員も組織の６割を超え、
事故の事実や悲惨さ・反省と教訓など、事故を
知らない組合員へ「ユニオンスクール」等で語
り継ぐ取り組みも地方本部として継続していく。
■総合労働協約改訂交渉・一時金・2024
　春季生活闘争について
　労働協約改訂交渉については、昨年、「小３
の壁」を打ち破り「小学校卒業」まで延長する
など改善を図ることが出来た。今交渉において
も中央本部は、コロナ禍によりＪＲ産業の将来
不安や離職者の歯止めをかけるため、将来に
亘り安心して働き続けることのできる環境整備
に向け議論していく。
　「一時金」については、2023春闘の最終回
答時に上村中央執行委員長から然るべきとき
に要求すると申し上げたが、3月の「うめきた地
下駅」の開業を皮切りに、大きなプロジェクトの
効果に加えて、これからの収入動向が重要に
なるのは間違いない。是非、職場の声を本部に
届けていただきたい。
　次に、2024春闘について、2023春闘は、離
職防止と採用競争力の強化、継続的な賃上げ
の方針を掲げ未来づくり春闘として交渉に臨
んだ結果、大きな成果となった。会社も新しい
中期経営計画の中で、「人的資本経営」を推し
進めていくことを宣言している。人的資本経営
とは、社員の成長、働きがいや多様性は、企業
の成長の原動力となるものであり、「人財への
投資」は必要不可欠なものという考えで、「人財
への投資」の重要性は、世の中の常識となって
おり労使共通の認識だと考えている。2024春
闘も労使共通の認識のもと、賃上げの継続性
が求められる大変重要な位置づけになってい
る。物価の上昇が止まらず、賃上げが物価の上
昇に追いついていないことや、離職に歯止めを
かけ、優秀な人材を確保するために、「人財へ
の投資」を積極的に求めていく2024春闘を地
方本部として皆さんと作り上げていきたい。
■業務課題について
　経営強靭化の取り組みとして、本社・地方機
関の組織改正をはじめ、それぞれの系統にお
いても様々な業務改善施策の提案を受け、間
接・現場で働く組合員が不安にならないよう労
使協議を行ってきた。特に組合員からの声で
多く聞かれた工務触防の見直しについては、
社員アンケートにおいても、守りにくいルールと
してあげられており、ルールの過剰感や複雑さ

が指摘されてきた。JR西労組としても会社に
課題提起し見直しに向けて動き出したのは言
うまでもない。2023年12月の本実施に向け、
積極的に参画し、不安が残ることのないよう取
り組んでいただきたい。
　また、駅を取り巻く環境について、中央本部
大会で多くの発言があったが、駅の大管理駅
化については、あくまでも効率化施策だけでは
なく、チームで線区を守るという概念で実施す
るものと聞いている。他にも、現場の組合員から
は、商品数が多く複雑で組合員自身が案内に
苦慮し、お客様にご迷惑をおかけすることが多
くあると報告を受けており、簡素化に向けて労
使で議論していくこととする。多くの業務課題
が2023年度に提示されているが、引き続き、
安心して働くことができる職場環境の構築に
向け現場から問題提起をお願いしたい。
■組織の充実・強化について
　JR西労組は、2月の京都駅ビル大階段駈け
上がり大会を皮切りに、4年ぶりにレク活動も
再開し、5月には大阪地方本部準備の下、本部
ソフトボール大会を開催することが出来た。参
加した組合員からも笑顔が絶えることなく交流
を深める機会になった。
　今年度からは、新規採用者に加えて社会人
採用も始まり、カムバック制度で一度退社した
方が復帰されるケースも予定されている。4月
以降の社会人採用者については、年齢構成や
社会人経験も人それぞれの中、今日まで大阪
地方本部に配属された全員がJR西労組に加
入いただいた。今後も、社会人採用、カムバック
制度で入社される方々に対しても、私たちの仲
間に迎えていただくようご協力をお願いする。
今一度、JR西労組運動の役割・必要性、各種
共済のスケールメリットを広く発信しながら、
組織の充実・強化・各種共済の加入促進に向
け、皆さんと連携し取り組みを進めていく。
　こくみん共済coopへの契約移転では、様々
な不手際もあり皆さんにはご迷惑をおかけし
た。現在、事務手続きの不備者への対応を行っ
ているところであり、全員の手続きが完了でき
るよう分会役員の皆さんの協力を要請する。
　取り巻く環境が大きく変わっても労働組合の
役割・目的は何ら変わるものではない。組合員
に寄り添い、対話を大切にきめ細やかな対応
でＪＲ西労組の存在感を発揮し、大阪地方本
部が先頭に立ちJR西労組運動を進めていく。
■政策・政治課題について
　本年４月に実施された統一地方選挙にお
いては、西日本各地からＪＲ西労組の組織内議
員として６名が立候補し、５名の当選を果たす
ことが出来た。この間、ご支援いただいたことに
感謝を申し上げる。
　ＪＲ西労組の政策や組織などに係る課題の
解決に向けて、政治活動の取り組みは極めて
重要であり、無関心であっても決して無関係で
はない。コロナ禍では、ＪＲ連合国会議員懇・
21世紀の鉄道を考える議員フォーラム所属議
員を通じ、ＪＲ産業の窮状を国会の場で訴えて
いただくとともに、関係大臣に対しても直接要
請書を提出するなど要請行動を実施してきた。
その結果、様々な息の長い支援策が実施され
た。また、地方ローカル線などの地域共通のリ・
デザインについても、JＲ連合の働きかけにより、
４月に、地域交通法の改正法案が可決・成立
し、10月より施行する予定である。JR西日本が
線区別の経営状況を開示した輸送密度2千
人/日未満の路線では、大阪地方本部管内は
関西線が該当する。この地域交通のリ・デザイ
ンの意味合いについて正しく理解するとともに、
関係する分会と連携しながら組合員の不安に
つながらないよう取り組みをすすめていく。
　今後、衆議院の解散総選挙があると言われ
ているが、いつ、行われても対応できるよう関係
議員・連合と連携を図りながら、組合員とその
家族に対して、より一層の政治への理解を深
める取り組みをすすめ、「交通政策をすすめる
会」への加入拡大に努めていただくことを要請
する。
　以上、本定期大会に課せられた主要課題に
ついて申し上げた。後ほど提起する方針につ
いて活発な討議をいただくことをお願いし、執
行部を代表してのご挨拶とします。

第32回定期大阪地方本部大会 禅野執行委員長挨拶（要旨）
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な
い
の
か
、ひ
と
り
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
て
い
た
だ
き
、分
会
で
解
決
で
き
る
部
分
を

ま
ず
は
見
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
業
務
課
題
、構
造
改
革
に
資
す
る
ご
意
見
も
た
く

さ
ん
頂
戴
し
た
。私
自
身
も
中
央
本
部
大
会
で
発
言

し
た
が
、考
え
て
い
る
人
の
中
で
は
、イ
メ
ー
ジ
通
り
の

シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
を
ひ
い
て
い
る
が
、実
際
に
蓋
を
開
け

過
去
の
事
例
を
み
れ
ば
様
々
な
初
期
不
良
や
不
具
合

が
発
生
す
る
。こ
の
劇
的
な
環
境
変
化
に
対
応
す
る
ス

キ
ル
と
マ
イ
ン
ド
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

あ
ま
り
の
変
化
に
、組
合
員
で
な
く
と
も
会
社
幹
部
で

も
つ
い
て
い
け
て
い
な
い
の
は
明
白
で
あ
る
。会
社
は
歩

を
止
め
る
こ
と
は
し
な
い
が
、ゆ
る
め
る
こ
と
や
一
旦
立

ち
止
ま
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
今
日
だ
け
で
な
く
、今
後
、支
部
大
会
、

分
会
大
会
な
ど
各
級
機
関
で
ご
意
見
も
頂
戴
し
、大

会
で
な
く
と
も
、気
づ
き
が
あ
れ
ば
上
部
機
関
な
ど
に

連
絡
い
た
だ
き
た
い
。

◆
政
治
の
関
係
に
つ
い
て
は
、こ
の
一
年
間
、大
き
な
選

挙
は
な
か
っ
た
が
、い
つ
解
散
す
る
か
わ
か
ら
な
い
衆

議
院
の
選
挙
で
の
推
薦
議
員
の
当
選
に
向
け
て
準
備

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。大
阪
に
目
を
向
け
れ
ば
、他

政
党
の
躍
進
に
よ
り
、厳
し
い
状
況
に
あ
る
の
は
間
違

い
な
い
。
し
か
し
、
我
々
の
言
葉
を
代
弁
し
て
く
れ
る

議
員
を
一
人
で
も
送
り
出
せ
る
よ
う
協
力
を
要
請

す
る
。

◆
最
後
に
、こ
の
大
会
を
機
に
活
動
を
フ
ル
ス
ペッ
ク
に

し
て
い
く
。コ
ロ
ナ
禍
で
の
知
見
を
活
か
し
、リ
ア
ル
と
非

対
面
を
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら
、多
く
の
組
合
員
と

意
思
共
有
を
し
て
い
き
た
い
が
、や
は
り
対
面
に
お
い
て
、

組
合
員
に
寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
だ
と
認
識
で
き
た

3
年
半
だ
っ
た
。す
で
に
多
く
の
分
会
で
は
歓
送
迎
会

や
レ
ク
活
動
を
し
て
い
る
。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
だ
け
で
な

く
、さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
が
蔓
延
し
て
い
る
が
、う
ま

く
共
存
し
な
が
ら
創
意
工
夫
し
活
動
を
再
開
し
て
い

た
だ
き
た
い
。皆
さ
ん
で
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

J
R
西
労
組
運
動
を
共
に
実
践
し
て
い
こ
う
！

　

以
上
の
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
総
括
答
弁
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
。共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

全
体
質
疑
で
の
発
言
項
目 

〈
一
面
よ
り
続
き
〉

川
原
書
記
長 

総
括
答
弁

川
原
書
記
長 

総
括
答
弁

コ
ロ
ナ
禍
で
の
知
見
を
活
か
し
、組
合
員
に
寄
り
添
い

創
意
工
夫
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
こ
う
！

 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
知
見
を
活
か
し
、組
合
員
に
寄
り
添
い

創
意
工
夫
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
こ
う
！

 


